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１　

条
例
制
定
に
至
っ
た
背
景
と
経
緯

高
知
県
を
始
め
と
し
て
、
現
在
日
本
社
会
が
直
面

し
て
い
る
少
子
化
問
題
の
克
服
の
た
め
に
は
、
仕
事

と
家
庭
を
余
裕
を
持
っ
て
両
立
で
き
る
社
会
を
一
日

も
早
く
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
課
題
意

識
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
と
あ
わ
せ
て
、
価
値
創
造
型
の
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
仕
事
で
高
収
入
を
実
現
す
る
新
し
い
経
済

社
会
構
造
に
移
行
す
る
た
め
に
も
、
社
会
全
体
で
長

時
間
労
働
の
是
正
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
の
考
え
が
あ
り
、
抜
本
的
な
改
革
の
必
要

性
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
雇
用
主
に
コ
ス
ト
を
課
す
こ
と

で
長
時
間
労
働
の
是
正
に
つ
な
げ
る
と
い
う
仕
組
み

に
つ
い
て
、
株
式
会
社
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

の
小
室
社
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
知
事
が
読
ん

だ
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
今
回
の
取
組
に
つ
な
が
っ

た
も
の
で
す
。

職
員
一
人
ひ
と
り
が
内
在
的
に
意
識
す
る
制
度
的

な
仕
組
み
が
で
き
な
い
か
思
案
し
て
い
た
こ
と
か

ら
、
こ
う
し
た
仕
組
み
を
時
限
的
に
活
用
し
、
県
庁

全
体
で
意
識
を
高
め
て
取
組
を
進
め
た
い
と
い
う
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
に
３
、０
０
０
を
超
え
る
自
治
体

や
企
業
へ
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る
支
援
実
績
が
あ

る
、
株
式
会
社
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
、
令

和
７
年
９
月
10
日
に
働
き
方
改
革
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
、
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
集
中
的
に
取
組

先進・ユニーク条例【解説】

　高知県は、新しい働き方の確立に向けて、
「高知県時間外勤務手当の臨時特例に関する
条例（令和７年条例第33号）」、「短時間勤務
制度に関する条例（令和７年条例第32号）」
を制定した（両条例ともに、令和７年10月
15日公布、令和８年４月１日施行）。短時間
勤務職員の採用枠の新設と、時間外勤務手当
の割増率の時限的な引上げは全国初である。
　多様な人材を確保し、管理職を含む職員の
時間外勤務に対する意識変化を促進する。

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

全
国
に
先
行
し
て
人
口
減
少
が
進
行
す
る
一
方
で
、

豊
か
な
自
然
の
下
で
ゆ
と
り
あ
る
生
活
ス
タ
イ
ル
を

実
現
で
き
る
本
県
こ
そ
が
、
新
し
い
働
き
方
の
確
立

に
向
け
て
全
国
の
先
導
役
と
な
る
こ
と
に
挑
戦
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
多
様
な
人
材
を

確
保
す
る
た
め
の
「
短
時
間
勤
務
職
員
採
用
枠
の
新

設
」
や
、
職
員
の
時
間
外
勤
務
に
対
す
る
意
識
の
変

化
を
促
す
た
め
の
「
時
間
外
勤
務
手
当
の
割
増
率
の

時
限
的
な
引
き
上
げ
」
な
ど
、
自
治
体
と
し
て
は
全

国
初
と
な
る
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
働
き
方
改
革
の
新
た
な
モ
デ
ル
と
な
る

取
組
で
し
っ
か
り
と
成
果
を
挙
げ
、
こ
れ
を
県
内
の

市
町
村
や
民
間
企
業
は
も
と
よ
り
、
全
国
に
波
及
さ

高知県

高
知
県
時
間
外
勤
務
手
当
の
臨
時
特
例
に

関
す
る
条
例

短
時
間
勤
務
制
度
に
関
す
る
条
例

高
知
県
総
務
部
行
政
管
理
課
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せ
、
人
口
減
少
の
克
服
に

向
け
た
一
つ
の
道
筋
を
示

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
ま
す
。

２　

条
例
の
内
容
・

　

設
計
の
解
説

働
き
方
改
革
の
実
施
に

伴
い
、
令
和
７
年
９
月
開

会
の
高
知
県
議
会
定
例
会

に
次
の
２
つ
の
条
例
を
上

程
し
ま
し
た
。

１
つ
目
の
条
例
が
、「
短

時
間
勤
務
制
度
に
関
す
る

条
例
」
で
す
。

こ
れ
は
、
短
時
間
勤
務

職
員
の
採
用
区
分
で
採
用

さ
れ
た
職
員
の
み
が
使
え

る
無
給
休
暇
（
働
き
方
支

援
休
暇
）
を
創
設
し
、
こ

れ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
職
員
の
事
情
に
合
わ

せ
て
勤
務
時
間
を
短
く
す

る
こ
と
を
可
能
と
す
る
も

の
で
す
。
採
用
す
る
職
種

は
人
事
委
員
会
規
則
で
定

め
て
お
り
、
既
に
実
施
し

て
い
る
社
会
人
経
験
者
採
用
試
験
の
ス
キ
ー
ム
を
利

用
し
、
行
政
職
を
始
め
様
々
な
職
種
で
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

条
例
制
定
後
、
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
行
政
職
に
つ
い
て
は
、
初
年
度
と
い
う
こ
と
も

あ
り
５
名
の
募
集
枠
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
１
次

試
験
に
98
名
、
倍
率
は
19
・
６
倍
と
想
定
を
超
え
る

人
数
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

新
た
に
設
定
を
し
た
無
給
休
暇
は
、
週
当
た
り
10

時
間
ま
で
と
し
、
30
分
単
位
で
利
用
で
き
る
休
暇
と

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
の
通
園
、
通
学

や
、
介
護
の
事
情
に
よ
り
一
日
の
勤
務
時
間
を
短
く

し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
設
定
と
し

て
お
り
ま
す
。
想
定
さ
れ
る
利
用
形
態
と
し
て
は
、

一
日
の
始
業
前
１
時
間
、
終
業
前
１
時
間
を
週
５
日

利
用
す
る
こ
と
で
、
一
日
５
時
間
45
分
の
勤
務
と
す

る
こ
と
を
可
能
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
１
日
を

休
暇
と
し
、
週
４
日
勤
務
を
選
ぶ
こ
と
も
可
能
と
な

り
ま
す
。
事
情
が
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
休
暇
を
取

得
せ
ず
に
フ
ル
タ
イ
ム
の
職
員
と
同
様
の
働
き
方
を

選
択
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

当
該
職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
県
庁
全
体
の
働

き
方
改
革
を
目
的
に
制
度
を
導
入
し
て
い
る
た
め
、

繁
忙
職
場
に
増
員
し
て
配
置
す
る
こ
と
を
想
定
し
て

お
り
ま
す
。

２
つ
目
の
条
例
が
、「
時
間
外
勤
務
手
当
の
臨
時

特
例
に
関
す
る
条
例
」
で
す
。

１ 取組の趣旨

社会実験としてR8年度限定で、時間外勤務手当の割増率を
125％から150％へ引上げ（知事部局職員のみ）

○ 働き方改革により仕事と家庭が両立できる社会を実現し、少子化問題の克服に道筋
○ 価値創造型のクリエイティブな仕事で高収入を上げる、新しい経済社会構造に移行

ありたい姿

２ 取組内容

区分
令和７年度（現行） 令和８年度

月60時間まで 月60時間超 月60時間まで 月60時間超

平日
～22:00 125/100 150/100 150/100 150/100

22:00～翌5:00 150/100 175/100 175/100 175/100

週休日
～22:00 135/100 150/100 150/100 150/100

22:00～翌5:00 160/100 175/100 175/100 175/100

職員の採用が困難な中、長時間労働の是正に向けたマンパワーの
確保策として、育児や介護等の事情がある方でも勤務ができるよう、
短時間勤務職員の採用枠を新設（R8.4月～）
※１週間当たり10時間を上限に、30分単位で無給休暇を取得可能

⇒ 管理職を含め職員の時間外勤務に対する意識変化を促進

⇒ 多様な人材が活躍できる環境を整備（女性の再就職も応援）

① 知事による４宣言
同社が提唱する次の４つの取組に賛同する宣言を行い、知事自らコミットし取組を推進

② 働き方改革タスクフォース
知事、副知事、部局長が参加する会議を開催し、スピード感をもって働き方改革を推進

③ 管理職研修
重要な役割を担う管理職に対し、自組織で働き方改革を推進するための実践的な研修を実施

④ モデル職場での取組実施（コンサルタントによる伴走支援）
モデル職場を選定し、コンサルタントの伴走支援のもと

 業務改革を実施し、良い取組を横展開
⑤ リーダー養成講座
      庁内で働き方改革を推進する職員を養成するための
 オンライン研修を実施
⑥ カエル会議研修
    全職員を対象にした働き方改革の必要性を理解する
 研修を実施

⇒ 働き方改革の取組の実践により、時間外の縮減と勤務間インターバルを確保

男性育休
100％

女性の
再就職応援

勤務間
インターバル

時間外割増
賃金率1.5倍

（R7.9月議会に関連条例議案提出） （R7.9月議会に関連条例議案提出）

育児休業の取得促進と育児休業から復帰後も共働き・共育てを継続するための環境整備

   勤務間インターバル制度を導入（R6.8月～）既存の取組２
早出遅出勤務等を活用した、11時間を目安とした勤務間インターバル
の確保を努力義務化

   高知県職員共働き・共育てサポートプランの着実な実行既存の取組１

男性中心、長時間労働前提の働き方  女性など多様な人材が活躍できる柔軟な働き方構造転換

※対象は、知事部局の職員

新しい働き方を市町村や民間企業、
そして全国へ波及

人口減少先行県の高知が、
人口減少対策を先導︕

※時間外勤務時間数の５/６（125/150）以下への縮減を目指す︕

高知県における時間外縮減の取組 ～株式会社ワーク・ライフバランスと協定締結～ポイント 協定期間(R7.9.10～R8.3.31)

短時間勤務職員の採用枠の新設ポイント  時間外勤務手当の割増率の時限的な引上げポイント

※長時間労働是正のための人員増の例
・日中は出張や外出が多く、事務処理が時間外になっている職場に配置

  ・育休等の職員の代替として配置

図表１　働き方改革の取組について
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こ
れ
は
、「
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
」
に

規
定
す
る
時
間
外
勤
務

手
当
の
特
例
を
定
め
る

条
例
と
し
て
１
年
限
定

で
制
定
し
た
も
の
で
す
。

内
容
は
、
現
在
、
月

60
時
間
ま
で
の
時
間
外

勤
務
手
当
に
つ
い
て
、

平
日
22
時
ま
で
の
勤
務

は
、
１
時
間
当
た
り
の

給
与
額
に
１
０
０
分
の

１
２
５
を
乗
じ
た
額
と

し
て
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
を
時
限
的
に
１
０
０

分
の
１
５
０
に
割
増
す

る
も
の
で
す
。
な
お
、

平
日
22
時
以
降
翌
日
５

時
ま
で
は
、
現
行

１
０
０
分
の
１
５
０
を

１
０
０
分
の
１
７
５
と

し
、
ま
た
休
日
の
22
時

ま
で
の
勤
務
に
つ
い
て

は
、
現
行
１
０
０
分
の

１
３
５
を
１
０
０
分
の

１
５
０
と
す
る
も
の
で

す
。

両
条
例
と
も
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
の
施
行
と

し
て
お
り
ま
す
。

３　

条
例
に
関
連
し
た
こ
れ
ま
で
の
取

組
・
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
取
組

短
時
間
勤
務
職
員
の
採
用
に
よ
り
マ
ン
パ
ワ
ー
を

確
保
し
、
時
間
外
の
割
増
に
よ
り
時
間
外
勤
務
に
対

す
る
意
識
変
革
を
促
す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
と
あ
わ
せ
て
、
働
き
方
改
革
に
対
す
る
意
識
改

革
も
同
時
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
前
述
の
（
株
）
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
と
の
協
定
後
に
次
の
よ
う
な
取
組
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
知
事
が
、
働
き
方
改
革
に
対
す
る
宣
言

を
行
い
、
自
ら
が
先
頭
に
立
っ
て
取
組
を
進
め
る
こ

と
と
し
て
お
り
、「
男
性
育
休
１
０
０
％
宣
言
」「
勤

務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
宣
言
」「
女
性
の
再
就
職
応
援

宣
言
」「
時
間
外
割
増
率
１
・
５
倍
」
の
４
宣
言
を
協

定
締
結
と
併
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
働
き
方
改
革
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
と
称

し
て
、
知
事
、
副
知
事
、
部
局
長
が
参
加
す
る
会
議

を
開
催
し
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
含
め
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
働
き
方
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

管
理
職
層
に
は
「
働
き
方
改
革
管
理
職
研
修
」
の

実
施
、一
般
職
員
に
は
「
全
職
員
研
修
」
を
実
施
し
、

働
き
方
改
革
に
取
り
組
む
必
要
性
に
つ
い
て
の
意
識

付
け
を
し
て
い
ま
す
。

概要

採用
職種

・社会人採用枠（行政、土木、農業、林業）と選考（保健師、建築士（本庁所属に勤務する職員の多い職
種に限定））

勤務
形態

・週38h45mをベースに「働き方支援休暇」を利用した場合、最大週28h45mまで勤務時間を短縮可能。
・一日の勤務時間は７時間45分を基本とし、「働き方支援休暇」の利用により、短縮可能（一日休みとし
週４勤務も可能）。
ex)活用例 （朝・夕１h取得） 月～金 9：30～16：15

(水曜日に7h45m（8h）取得） 月、火、木、金の週４勤務

休暇 ・一般の常時勤務職員と同様
・「働き方支援休暇」を１週間あたり10時間を上限に、30分単位で利用可能。

給料 ・フルタイムの給料表の給料月額から、「働き方支援休暇」を取得した日数の給与額を減額した額を支給。

手当 ・一般の常時勤務職員と同様（扶養手当、住居手当、通勤手当等）

期末手当
・勤勉手当

・一般の常時勤務職員と同月数（取得時間に応じ、勤勉手当の勤務期間の除算あり）

●現行の時間外勤務手当の割増 ○令和８年度の時限的な引上げ
～60h 60h超 ～60h 60h超

    ～22:00 1.25 1.50     ～22:00 1.50 1.50

22:00～翌5:00 1.50 1.75 22:00～翌5:00 1.75 1.75

    ～22:00 1.35 1.50     ～22:00 1.50 1.50

22:00～翌5:00 1.60 1.75 22:00～翌5:00 1.75 1.75

区分 区分

平日 平日

週休日 週休日

見直し

図表２　短時間勤務制度の概要

図表３　時間外勤務の割増イメージ図

先進・ユニーク条例



自治体法務研究 2026・春◆ 54

併
せ
て
、
県
庁
の
中
で
業
務
が
異
な
る
４
つ
の
課

か
ら
モ
デ
ル
チ
ー
ム
を
選
定
し
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

が
伴
走
支
援
を
し
な
が
ら
業
務
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
中
で
生
ま
れ
る
時
間
外
縮
減
に
つ
な

が
る
取
組
は
、
県
庁
内
に
横
展
開
を
行
う
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
実
施
し
、
働
き
方
改
革
の
素
地

を
作
っ
た
上
で
、
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
の
短
時

間
勤
務
職
員
の
活
用
と
時
間
外
割
増
率
の
増
加
に
よ

る
意
識
変
化
に
よ
り
新
し
い
働
き
方
を
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

４　

課
題
と
今
後
の
展
望

働
き
方
改
革
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
に
効
果
が
現
れ

る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
今
回
の
様
々
な
取
組
を
継

続
的
に
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
短
時
間
勤
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
新
た
な

採
用
区
分
の
職
員
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
配
属
先
は
現

在
検
討
中
で
す
。

時
間
外
割
増
率
の
増
加
に
つ
い
て
も
、
単
に
割
増

率
を
増
や
す
だ
け
で
は
時
間
外
勤
務
手
当
の
増
と
な

る
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
時
間
外
勤
務

が
特
別
な
労
働
で
あ
る
と
い
う
意
識
付
け
と
、
よ
り

高
付
加
価
値
で
効
率
的
な
働
き
方
に
転
換
す
る
た
め

の
取
組
を
併
せ
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

来
年
度
、
実
施
内
容
の
検
証
を
行
っ
た
上
で
、
そ

の
後
の
働
き
方
改
革
の
取
組
に
生
か
す
こ
と
で
、
人

口
減
少
対
策
の
一
つ
の
道
筋
を
示
せ
た
ら
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。


